近世初期一首懐紙 -故実と実態- by 高梨 素子
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一、はじめに
　
一首和歌懐紙の書き方について、武井和人「一首懐紙書式雑
纂１
」は、平安時代の藤原清輔の『袋草紙』以来の三行三字を紹介
し、それ以来江戸期に至る書式の変遷を実例や歌論書の記事によって記した。中世の飛鳥井家に三行五字の書法があったことを明らかにし、ま 行数ごとの字数配分に言及して、 「九十九三といふ細分化は江戸初期を遡及しえないと思はれる」
（五八頁）
とす
る。しかし、最近 和歌会作法書 研究・翻刻が進んで故実を読むことができる うになると、この字数配分が十五世紀始めには見られていたことが明らかとなった。そのことに言及し江戸時代初期の一首和歌懐紙の書法について考察する。　
近世初期の宮中御会においては一首懐紙が詠まれたのは正月御
会始、七月七夕御会、九月重陽御会 ど年中行事的な会であった。一首の歌題が兼日で出題され全員 同題で詠み懐紙に一首を書て提出した。御会に提出された は歌会ののち を転記したあ
とは、有名人の一部を除いて大体において処分されたと考えられ、一つの歌会の懐紙がまとめて残ることは少ない。筆者はたまたま霊元天皇 寛文十二年
（一六七二）
『禁裏御会始和歌懐
紙２
』の
真蹟五十六枚が影印翻刻されていることを知り、原物を調査する機会も得た。寛永二年
（一六二五）
後水尾天皇は智仁親王より二
条派の古今伝受を受けて、明暦三年
（一六五七）
と寛文四年
（一六
六四）
に宮中で古今集を相伝しており、禁裏御会の歌人たちは多
くが二条派であった。その禁裏御会において実際にどのような字数配分 行われていたのか調査することができた。十五世紀始めには九十九三の細分化の考え方が行われたが、江戸初期には九十九三は大勢ではなくなった。ま 他の問題として、飛鳥井家の他に冷泉家においても書法を変化させていた を明らかとする。
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二、九十九三の書法
︵一︶
『言塵集』の場合
　
著者の今川了俊
（一三二六─一四二〇）
は室町初期の武将歌人で、
冷泉為秀の弟子であった。荒木尚編著『言塵集』
（汲古書院二〇〇
八年）
の解説によると応永十三年
（一四〇六）
成立。同書七の巻「和
謌懐紙事」に、次のようにある。
（武井論文にも引用されるが、文中
に行数の明記がないために字数の点では取りあげられていない。 ）
一首の哥の時は、はし作には題をば書入ず。春日同詠一首和哥などゝ書て、題を書て、三行三字にかく也。たとへば、 「むめのは それとも・みえすひさかたのあま・きるゆきのなへてふ・れゝは」
（中点は私に改行箇所を示す。以下同）
如此なり。
文字く［ば］りの様によりて書 ての三字には、真名字を一加て、三字にも書也。
 
（一五七頁）
　
行ごとの字数が明記されていないが、見本が九十九三に書かれ
ているのが分かるだろう。二行目末「あまぎる」の語を切り、三行目末「降れれば」の語を切っているので、行ごとの字数配分の意識があったことが感じられる。最後の記述は 末行の三 には複音漢字を入れて三字四音でも書くの意である。この書き方になると字数配分が崩 くることが考えられる。︵二︶
『宣胤卿記』の場合
　『宣胤卿記』
（愚記）
文亀二年
（一五〇二）
正月廿五日条
（ 『増補史
料集成』臨川書店一九六五年）
には次の記事があり、同書により引
用する。これは江戸後期の小山田与清著『作歌故実
３
』に言及され
る。
春日同詠竹不改色・和歌・権大納言藤原宣胤・うへそへて君そ千
九
・とせの春も見むう傳
十
・なのたけの常磐嘉
九
・喜はに
三
此字配今日各不然、又末三字事不真名、可為三字云々、依人不然、今日為広卿呉多計ト書之。
　
宣胤は、 「竹、色を改めず」という歌題に「植え添えて君ぞ千
歳の春も見む
　
台うてな
の竹の常
ときはかきは
磐堅磐に」と詠んだ。台は御殿、常磐
堅磐はとこしえにの意味である。一行目「君」という漢字を使用し文字数 八、音数で九である。各行の下の数字は音数を表し、音数により九十九三を守ることを示すものと思わ る。　
細字注記で「この字配りは今日おのおの然ら 。また、末の三
字の事真名ならず三字たるべしと云々、人によって然らず、今日為広卿呉多計と之を書く」とあり、人によってはこ 字数配分が守られなかったこ 、また、末の 字は漢字を使わず仮名三字とすべしとされるが、人に依って そ 通り しなかったことが判る。冷泉為広は「
（呉竹の意味）
」と書いたのであった。了
俊の言及にあるように、冷泉家で末行に複音漢 を用いて四音を書いていたことが窺わ 。︵三︶
『和歌秘伝聞書』の場合
　
山本啓介著『詠歌としての和歌
　
和歌会作法・字余り歌─付
〈翻刻〉和歌会作法書─』
（新典社二〇〇九年）
に伝聖護院門跡筆の
永青文庫蔵本の翻刻がある。解説によ ば著者は不明。二条流
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作法書で、永正十年
（一五一三）
頃の成立と考えられる。当時二
条流の血統は絶え、二条流の公家では近衛尚通・三条西実隆がおり、冷泉為広が歌道師範の座にあり、飛鳥井家は雅俊が当主の頃という。この書に、
一首の懐紙は端作に題を書入て、哥は三行三字なるべし。九十九三と書べし。たゞ書切かなのわろく 、一字二字はいづれのくだりへ をくりても不苦。書あます三字は必かなの三字ならねども、四字 三字に書なしてもよし。
 
（三五四頁）
語の切りが悪い場合は一字二字は前後にずれても良く、末行は三字四音でも良いとする。︵四︶
『和歌道作法条々』の場合
　
山本氏前掲著に宮内庁蔵東山御文庫本の翻刻がある。著者は不
明。僧尊俊が二条家の極秘の書を書写して瑠璃坊堯慶 与えたという内容の奥書 ある。尊俊は大永
（一五二一）
─天文
（一五五四）
ころに事跡の見える人物という。 「一首
ノ
和哥之懐紙の書様之事」
に、
（略）
詠の字より題をはしづくりに書入て、我官位氏名乗を
書て、哥をはしづくりよりも一字ほど上て、三行三字に書べし。はじめの行
ガウ
九字、二行目も九字、三行め十字、さて三字
書といへども、哥によりて其内字くばり可被免計義 り。 
（三六八頁）
とある。よく見ると、二行目九字、三行目十字となっており従来の書式と逆である。天和二年
（一六八二）
刊本
（表題『尊俊和歌作法
目録』 、架蔵本）
でもこの通りだが、一行懐紙の書法として九十九
三が重んじられてきた経過から考えれば尊俊の書写の間違いと取るのが妥当ではないだろうか。九十九三の書法を述べたと思われ、歌によっては字配りが少し変動することが許されるとしている。
三、中院通茂『渓雲問答』の説
　
武井論文にも紹介されるが、中院通茂
（一六三一─一七一〇）
口
述・松井幸隆筆記の『渓雲問答』
（ 『近世歌学集成上』明治書院一九九
七年）
には次のようにある。解題によると一七一一─一六年頃成
立。
一首懐紙三行三字を九十九三字の事、字をまじへて九十九三には不
レ
被
レ
書候。第二句の中、切よき所にてきり候。たと
へば君が代はちよに、ひとたびゐるちりの、如
レ
此切候。二
行め 下句を一字二字かけて書候。或は も自然には可レ
書事也。はては必字にてもかなにても三字に書候。
 
（清濁・訓点私） （八六七頁）
　
すなわち、一首懐紙三行三字を九十九三字で書くことは、
（一
字一音で書けば、原則三十一文字である歌は九十九三で書け ことになるものの）
一字複音の漢字を混ぜて使うと、字数が足りなくなり、
この割合では書けない。したがって、第二句の中ほどの切りの良い所で切って二行目へ移る 「君が代は千世に一たびゐる塵の白雲かかる山となるまで」
（後拾遺四四九、大江嘉言）
の場合なら、一
行目は「君が代は千世に」
（音数八、字数七）
で切り、二行目を「一
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たびゐる塵の」とする。二行目では下句「白雲かかる」の一～二字「白」までを書く。あ いは、三字足しても、その方が自然な続きなら書いてよい。また、末行の三字は複音漢字であっても、万葉仮名であっても、完成形が三文字になるように書く。　
中院通茂の説く書法である。通茂は寛文四年
（一六六四）
に後
水尾院から古今伝受を受けており、二条流の伝統に立つ。通茂の寛文十二年御会始の懐紙は紛失しており、天和三年
（一六八三）
七夕御会懐紙
（後述）
が管見に入った。
○
  秋日同詠七夕草花・和歌・正二位源通茂・ 「こゝろしておばなは
（九字九音）
・のこせ袖の露ほす
（八字十音）
・らむけふのほしの
た
（九字九音）
・むけに
（三字三音）
」 
（引用歌の清濁私、以下同）
これは音数により九十九三となっている。後年弟子にわかりやすい書法を示してはいるが、本人は故実に添って くことがあっのだろう。祖父中院通村、父中院通純の、寛永二十年
（一六四三）
正月後水尾院仙洞御会始
（ 『御手鑑』後述）
における懐紙が見られ
たが、
○
  春日同詠梅花・告春和歌・正二位源通村・ 「草の葉のみそか
（七
字八音）
・しらする種もあれど春
（十字十二音）
・をばむめやまづに
（八
字八音）
・ほふ覧
（三字四音）
」
○
  春日同詠梅花告春・和歌・権中納言源通純・ 「さむからぬ露を
（七字八音）
・光にさく梅の色
（七字十一音）
・にも香にもしるき
（八
字八音）
・春かな
（三字四音）
」
　
一行目を第二句のほどよい所で切り、二行目には下句の一字
（二音）
を入れて切っている。 『渓雲問答』の書法と同様のもので
あろう。　
ところで、このような書き方は中世にすでにあり、大永五年
（一
五二五）
の鷲尾隆康の日記『二水記』に見られる。 『作歌故実』 「懐
紙歌書様」に「二水記には八・十一・八・四など書れしも有て必竟一定せず。されど の終
ハテノクダリ
行の四言は字
モジ
をまぜて三字に書れ
たれば、いづれも三行三字の
式サダメ
にはたがはず」
（清濁・句読点私。
翻刻九二頁）
とあるのに基づき同記を調べると、大永五年三月二
十四日条
（ 『大日本古記録』内閣文庫所蔵本、岩波書店一九九一年）
に、
同日の和歌御会始の隆康の詠進歌の書様を記す。
○
  春日同詠花色春・久和歌・従二位藤原隆康・ 「長閑なるはるを
（七字八音）
・ひかりと弥
（いや）
年の花
（八字十一音）
・にくはゝる千世の
（八
字八音）
・陰
（かげかな）
賀那
（三字四音）
」
　『作歌故実』の内容と音数による配分で一致しており、同書はこれを典拠にしたと考えられる。 『渓雲問答』の書法と 関わりでこの歌をみると、一行目は第二句の三字めで切り 良い ころで切り、二行目を下句の 字
（二音）
で切り、末行も三字であり
通茂書法と一致する。この書法は通茂または中院家の創作ではなく、十六世紀前半から自然 行われるようになっていた ではないか。　
九十九三の書法は字余りを考慮せずに単純計算すると、一行目
九は初句＋四字
（二句の中程）
、二行目十は二句残り三字＋三句五
字＋下句二字、三行目九は下句残り九字、四 めは下句残り三字に相当する。これを機械的に書く時と通茂の記 書法とは、配字バランスの上ではあまり変わらず、 「切りの良いところ」とい
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う観点が入るので後者は歌人にとって自然で書きやすい。複音漢字の使用も字余りも許容されて比較的自由に書けるだろう。この書法は九十九三の伝統的形式から派生した変化形といえるのではなかろうか。　
また、別行に分けない字・複音漢字を使用したい字について、
『作歌故実』に次のような記述がある。
○
  書切らぬ字。古真蹟の懐紙に必書きらぬ文字あり。君、千世、万代、御代、齢の類は二行にわけて ことなし。たとへば初行の終に「き」と書き、次行の首に「み」とかき、初行の終に「千」とかき、次行 首に「世」と書類也。此外亭主の名、帝王の御名などの字をば諱で書きらぬやう すべきものをや。宣胤卿記
永正三年正月十九日の条
　
に、春日同詠鶯知萬春・和歌・権大納
言
藤原
宣胤・ 「三笠山よばふこゑ・あるためしをもきみ・が春
ぞと告る宇・久比寿」とも見えて仮名に書たるはあれど別行にわけたるは例なし。
○
  日月君の字。古筆懐紙 日月 字、君の字などはおほく字に書て仮名には書ず。されど、まゝ仮名に書たるも見ゆめり。時宜によりて斟酌せし事なるべし。 
（清濁・句読点私） （翻刻九四頁）
　
すなわち、君、千世、万代、御代、齢などは、仮名で書くこと
はあっても別行にしない。日月君の字は漢字で書くことが多いとする。こうした配慮が働くようになると九十九三のバランス くずれることになる。宣胤は前記では音数により九十九三の書式を取っていたが、この永正三年
（一五〇六）
の例では八字十音・九
字九音・七字九音・三字三音で詠んでいることに注目したい。 『渓雲問答』で説かれる書式である。
四、寛文十二年『禁裏御会始和歌懐紙』の字数配分
︵一︶九十九三の書法　
寛文十二年
（一六七二）
の懐紙の書様を分類してみると、字数
で九十九三を守るのは、五十六枚中四枚ときわめて少数であった。資熈・冬仲は一字一音 仮名を使用する。
権中納言藤原資熈「のどけしなあらしも・きかずさくむめのこゝ・のかさねににほふみ・ぎりは」蔵人中務丞源冬仲「 ほひこそかすまざ・りけれこゝのへのみか・きはるかにさけるむ・めがえ」
　
また、光平・具詮は、初句が字余りであるものを、春、君など
一字複音の漢字をつかうことで調整し表記 数を合わせている。
従一位光平「千世の春も くやに
（九字十音）
・ほはむきみがす
むみぎ
（十字十音）
・りのむめのはなのさ
（九字九音）
・かりは
（三字三音）
」
従三位源具詮「千世のはるを君には
（九字十音）
・しむるかざし
とやみか
（十字十音）
・きのむめのまづにほ
（九字九音）
・ふらむ
（三字
三音）
」
　
しかし、前述の『宣胤卿記』の例のごとく、音数で九十九三を
守る懐紙がある。
参議左大弁
藤原
光雄「めぐみある君がみ
（八字九音）
・かきの春風
にたが
（八字十音）
・袖のこすむめがゝ
（八字九音）
・もなし
（三字三音）
」
　
君、春風、袖などの複音漢字を用いているため字数の上では異
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なるが、音数では九十九三を意識すると考えられる。このように、音数で調べると九十九三である懐紙が十八枚ある。したがって五十六枚中、二十二枚が九十九三を踏襲していると考えられ、これは三 九パーセントにあたり、決して多くはな 数字である。　
なお、当該懐紙には御製
（霊元天皇）
が残らないが、当時の御
製の書法として後水尾院
（一五九六─一六八〇）
では寛永二十年
（一
六四三）
仙洞御会始の御製の懐紙に、
詠梅花告春・和歌・ 「世をめぐむ道にも
（八字九音）
・うつせ天が
したみな
（八字十音）
・春にあふむめのに
（八字九音）
・ほひを
（三字三音）
」
 
（ 『御手鑑』後述）
とあり、また、後西院
（一六三七─一六八五）
では、
詠夜帰雁・和哥・ 「なれも思へはなも
（八字九音）
・かすみて有明
のつ
（八字十音）
・きせずおしき雁の
（八字九音）
・余
（なごり）
波を
（三字四音）
」
 
（ 『日本書流全史』後述）
霊元院
（一六五四─一七三二）
の懐紙は、
詠梅柳渡江春・和歌・ 「ときわかぬ浪を
（八字九音）
・めづる春
の江にや
（柳）
な
（九字十音）
・ぎいろづきかすむむ
（九字九音）
・めがか
（三
字三音）
」 
（ 『日本書流全史』後述）
とある。この例では後水尾院も霊元院も音数で九十九三を守り、後西院は前半を音数 、最後の三字を字数で守るように考えられる。︵二︶その他の書法　
では、そうでないものはどういう基準で字配りをしているの
か。 『禁裏御会始和歌懐紙』の初め数首を検討する。１
　
   有維「うつし植て君ぞみ
（八字十音）
・るべき九重やみかき
（
九
字
十
一音）
・のむめの千世のい
（八字八音）
・ろかは」
（三字三音）
２
　
   通福「君が代のめぐみに
（八字九音）
・もれぬ嬉しさや袂
（
八
字
十
一
音）
・にあまるのきの
（七字七音）
・梅が香」
（三字四音）
３
　
   宗量「世にしらず先さきそ
（九字十音）
・めてみやびとのつら
（
九
字九音）
・ぬる袖ににほふ
（七字八音）
・梅がか
（三字四音）
」
４
　
   豊長「千世の春の言葉の
（八字十音）
・はなとにほへなを雲
（
九
字
十
音）
・井の庭のむめの
（七字八音）
・した風
（三字四音）
」
５
　
   方長「万代にふきも
（六字八音）
・たえせじ梅つぼのは
（九字十音）
・
なのかふかくにほふ
（九字九音）
・春かぜ
（三字四音）
」
　
一行目の改行については、２、４、５は『渓雲問答』にあるよ
うに、第二句の切りの良い所で一行目を切るように思われる。　
１は切りが悪い所で切るようだが 二句目の真ん中で改行す
る。一行目を字数音数のどちらかで九字にする意識はなく、 『渓雲問答』の書法に準じたと思われる。　
３は、第二句の四文字目の後 改行。 『渓雲問答』 書法より
は、一行目字数九字
（音数十字）
を意識したものかと想像される。
ただ二行目が字数音数共 九であり、結局九十九三とならない。　
二行目の改行については『渓雲問答』は下句を一字二字入れて
改行するように示している。２～５はそれに従っており、１は三字入れるが、 「みかき」の語を途切りたくなかったためか 自然であれば三字も良いとされる書法には叶う。　
すなわち音数において九十九三を守ろうとする人たちと、 『渓
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雲問答』の書法を取る人たちが見られ寛文十二年
（一六七二）
に
は後者が少し多い。一首全部を仮名で書き故実を守る時代から、複音漢字を多く使用し一語の熟語性を重視する時代への変化が窺われ、それが許容されている実態が見えよう。
五、二行目の書法の補足
　
宮内庁書陵部に『後水尾院和歌作法』
（桂一五七）
がある。 「正
徳三年
（一七一三）
午月中旬、愠小窩判」の奥書を持つ。愠小窩
は不明。この書は和田英松氏蔵本により『列聖全集』御撰集第六巻
（列聖全集編纂会一九一五年）
に翻刻され、 古谷知新による例言
（解
題）
に「後水尾院和歌作法は正徳三年の奥書に『後水尾院之御雑
談仰残さるゝを写
うつし
置おく
もの也』とありて、聞書とおもはるれども、
また中には『右、法皇宸翰にて被遊被下候也』など記されたれば、勅筆も交れりと見ゆ」とある。この書に次のように書かれる。
（写
本により引用、以下同）
一、又仰云、二行目に下句三字も自然書事不苦也。先持明院など懐紙の書様教には端の行に句を書切らずに、二行目迄句を切べし。端 行、二行目共に句を切らぬは、あしきよし教也。先普通の習也。自然は不苦也。其子細を了簡して其上は自由体に自然は書すよし仰也。（句読点・清濁私。片仮名混交文を平仮名 統一した。該 以下同）
　
現代語訳すると、 「また院が仰ったのには、二行目に下句の三
字めまでを自然の流れで書くことはか わない。
（入木道の家であ
る）
持明院家などの懐紙書き方の教えでは、一行目で句を切らな
いで二行目迄で句を切るようにという。一行目二行目共に句を切らな のは悪いとの教えである。これはまず普通の習慣である。自然の流れで書く時はこの通りでなくともか わない。その事のいわれをよく思案して、その上は自由体 自然に書かせるとの仰せだった」である。すなわち二行目に下句三字まで書いてもかまわないことを記す。　『言塵集』や『宣胤卿記』のように九十九三の意識で書かれる場合は、二行目は上句 書き切りで終わらず、下句二字まで書く。これを後水尾院は自然な切れ目であれば三字まで良いとす
『渓雲問答』もこれに準じている。
六、飛鳥井家と冷泉家の書法
　
飛鳥井家も冷泉家も中世からの歌道の家柄である。これらの家
では独特の懐紙の書き方があった。山本氏前掲書に翻刻のある今川了俊著『了俊口伝』
（明徳三年、一三九二年奥書）
には次の記述が
見られる。
一首の懐紙は、三行三字ニかく也。飛鳥井家には三行五字に、上ノ句を二行に、下の句を一行五字に定まりてかく也。但、飛鳥井一人ばかり三行五字なり。その門弟などは三行三字なり。当家
（私注、冷泉家）
には必三行三字也。①上ノ句の二行
のうちへ、下の の三 目の文字を、 二字も二行の内へ引上てもかく也。又ハ、②上の句ばかり 二行に、下ノ句を一行三字にかく也。
 
（五二八頁） （①②は私）
　
飛鳥井家では上句を二行に書き、下句を一行五字に書くとい
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う。また冷泉家では、三行三字であるが、二行目の書き方として、①下句一二字を入れる、②上句までで切る、の二つの書き方があったことを示してい 。後述するように①であれば二条家と類似し、②であれば飛鳥井 と似ることになる。　
前掲『後水尾院和歌作法』も飛鳥井家と冷泉家の書法の違いを
記している。
一、懐紙込事奥のとまり、字数無字に詞五文字に書時、習事、たとへば松の風、月の空、梅の花などやうに三字に書時は、習事有なり。惣而、冷泉家 説には、二行目にて上句書切て、三行目にて下句を書て、奥を仮名三 に書也。飛鳥井家 は、二行目にて上句を書切 三行目より下句を書て、奥、仮名五字に、或は、二字書かけて 奥かな十三字書也。自然、真 字に書付
４
。二行目にて上句を書切て三行目より下の句を書也。
其故は、常は二行目にて書切らずに書也。是習
　「懐紙込事」とは「懐紙の書き止めの事」の意であろう。現代語訳すると「奥の書き止まりを、一音一字ではない字で五音の詞を書く時は習い事がある。たとえば松の風、月の空、梅の花などのように三字に書く時は、
（末行を三字にするという）
習い事がある
のだ。大体 おいて冷泉家 説では、二行目にて上句を書き切り三行目に下句を書き奥を仮名三字に書く。飛鳥井家では二行目で上句を書き切り三行目から下句を書いて奥は仮名五字にする、或いは二音一字を入れて奥二行で十三字を く。
（末行は）
おのずと
万葉仮名五字で書き付ける。
（冷泉家、飛鳥井家で）
二行目で上句
を書き切り三行目から下句を書く。両家がこうする理由は、ふつう
（二条流）
は二行目で書き切らずに書くからだ。これが習いで
ある」　
始めに懐紙末行は五音の詞でも漢字を交えて三字に書くことを
述べる。これは懐紙の実例
（後述）
を照合してみると冷泉家で行
われていた書き方であることがわかった。その後の記述を二条家書法とも併せて整理すると、　
冷泉家、一・二行目＝上句を書き切る。三・四行目＝下句を書
く。四行目＝三字（五音） 。　
飛鳥井家、一・二行目＝上句を書き切る。三・四行目＝下句、
漢字を入れ十三字に書く。四行目＝五字。　
二条家、一・二行目＝上句＋下句少々。三・四行目＝下句残り。
四行目
=
三字。
　
冷泉家・飛鳥井家で上句を二行目の末で切ったこと、それは二
条流が二行目で書き切らないことを意識し 為と後水尾院は認識していた。　
通茂述『渓雲問答』には「懐紙三行五字の事。飛鳥井家 被
レ
用候。他家に不
レ
書ことに候」
（前掲書八六七頁、訓点私）
とあり、
『
異本
持明院殿口伝
基時卿
』５
（持明院基時は一六三五─一七〇四）
の「懐
紙調様之事」には、次のように記す。
哥を二行めにて上の句を書とめ、三行めはあげて下の句を書は冷泉流也。二行めの下、下の句を一字或二字書つゞくるは二条家也。飛鳥井殿には三行五字に被成候と被仰。但、 句、冷泉家の様に書也。
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（句読点・清濁私。片仮名混交文を平仮名に統一した。 ）
ここには、四行目および二行目の書法について『後水尾院和歌作法』と同様のことが書かれている。次に、冷泉家、飛鳥井家の実際の懐紙を調べると、これらの記述に一致する懐紙が存在する。
七、飛鳥井家・冷泉家の懐紙
　
管見に及んだ懐紙を挙げるが、その引用典拠と略号を最初にあ
げる。
（五十音順）
（出光） 『出光美術館蔵品図録・書』平凡社一九九二年、 （詠草）『飛鳥井雅庸懐紙詠草』書陵部蔵
（伏五五四）
、 （
鑑
） 『御手
鑑６
』国
立歴史民俗博物館蔵
（Ｈ・六〇〇・一六二五）
、 （
御
物
） 『皇室の至
宝Ⅱ御物書跡Ⅱ』毎日新聞社一九九二年、 （至宝展） 『冷泉家の至宝展』
（図録）
一九九七年、 （
貞
享
懐
紙
）貞享三年
（一六八六）
七月
七日懐紙『禁裏御会和歌懐紙』書陵部蔵
（有栖一四）
、 （
書
流
） 『日
本書流全史』講談社一九七〇年、 （
セ
） 『和歌のキャンバス』
（セ
ンチュリー文化財団寄託品展覧会図録
二〇一三年、 （セ博）センチュ
リー文化財団オンラインミュージアム 天和懐紙）天和三年
（一
六八三）
七月七日懐紙『禁裏御会和歌懐紙』書陵部蔵
（有栖五五）
、
（
冷
泉
） 『冷泉家展』
（図録）
一九九九─二〇〇二年、 （
論
）武井和
人論文
（注一参照）
一九八四年
︵一︶飛鳥井家の懐紙　
中世半ばから近世初期にかけての飛鳥井家の系図を記す。
（橋
本政宣編『公家事典』 ）
。□は飛鳥井流の懐紙のある人物。飛鳥井流
とするのは、 『後水尾院和歌作法』にあるようにＡ
  二行目で上句
を終える、Ｂ
  三・四行目十三字で書く、Ｃ
  四行目を五字に書く
という特徴を持つもの。雅経─○─○─○─○─雅縁
（法名宋雅）
─雅世─雅親
（法名栄雅）
─
─雅俊─雅綱─雅春─雅敦─雅庸─雅宣…雅章─雅豊　
武井論文では『正徹物語』上巻・一三に「雅経は
（略）
公宴な
どにて懐紙を三行五字に書く」
（ 『日本古典文学大系六五』岩波書店、
一七〇頁）
とあり飛鳥井家で三行五字の書法があったことを紹介
する。 『正徹物語』は文安五年
（一四四八）
以降宝徳二年
（一四五〇）
頃の成立
（ 『日本古典文学大辞典』岩波書店）
である。また三行五字
の実例が次のよう 挙げられる
（清濁私）
。飛鳥井流であるものを
私に注記する。○雅経
（一一七〇─一二二一）
「こけのむすいはねの・みづのわき
てまた
（上句終り）
・松もふかむる千代・のかげかな
（五字五音） （下句十三
字）
」
（論四六頁）
、飛鳥井流
○雅縁
（法名宋雅） （ 三五八─一四二八）
「十かへりの花の・みやこ
の春にこそ
（上句終り）
・千代へむ松のいろ・は見えけれ
（五字五音） （下
句十三字）
」
（論五一頁）
、飛鳥井流
○雅親
（法名栄雅） （一四一七─九〇）
「仙人も袖やにしき・になり
ぬらむ菊
（上句＋下句二音一字）
・のいろ〳〵にほ・ふさかりは
（五字五音）
」
（論五〇頁） （書流）
、
（二行目に下句「菊」が入る。 ）
○雅章
（一六一一─七九）
「のどかなるかぜを・こゝろにさく梅の
（上
句終り）
・花よりにほふ千世・のはつはる
（五字五音） （下句十三字）
」
（論六
雅康
（法名宋世）
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〇頁） （鑑）
、飛鳥井流
などの実例が紹介される。この中では雅親が末行は五字なのだが、二行目に下句の一字「菊」を書き入れており、二行目の書法が二条流である。　
なお、飛鳥井家でも雅世
（一三九〇─一四五二）
「朝日かげにほ
ひぞ・かぬるかすみより春
（上句＋下句二音一字）
・の色こそあらはれ・
にけれ
（三字三音）
」
（論五八頁）
、雅俊
（一四六二─一五二三）
「はつ秋の
つゆの契り・のたまくらをふき
（上句＋下句二音二字）
・なみだしそあま
の・河かぜ
（三字四音）
」
（論五五頁）
など二行目で上句を切らず、末
が三字の懐紙もあり、揺れ あった。雅世・雅俊の一首懐紙は残るものが少なく見る事ができなかった。　
今回管見に入った飛鳥井家の懐紙を次に載せる。
○雅康
（法名宋世） （一四三六─一五〇九）
春日於成通卿影前詠・祝言和歌・右兵衛督雅康・ 「ことしこそおいも・こゝろものべあし
（延足）
の
（上句終り）
・かひあるは
なにた・ちかへりぬれ
（六字六音）
」
（セ）
侍成通卿影前詠・祝言倭哥・桑門宋世・ 「をのづから富は屋に・よりとくは身に
（上句終り）
・うるほふわざを猶・やならさ
む
（五字五音） （下句十三字）
」
（セ博）
飛鳥井流
○雅春
（初名雅教） （一五二〇─九四）
春日同詠椿葉 伴齢和歌・左近衛権中将藤原雅教・ 「めぐみある君に・をちぎれ玉つば・き
（上句終り）
千世を八たびの・春
も限らじ
（五字七音）
」
（セ博）
春日詠竹不改色 和謌・権大納言雅教・ 「世々懸てなびくも・
ふかき呉竹の
（上句終り）
・葉がへぬ春は君・ぞかぞへむ
（五字五音）
」
（セ）
○雅敦
（一五四八─七八）
春日同詠春色浮水・倭謌・従二位藤原雅敦・ 「にしきたつやなぎ・さくらのしたぞめや
（上句終り）
・浪のあやをるいけ・の
はるかぜ
（五字五音） （下句十三字）
」
（出光）
飛鳥井流
○雅庸
（初名雅継） （一五六九─一六一五）
春日詠鶯是万・ 友和歌・左近衛少将雅継・ 「万代のはるもか・はらでさく梅の
（上句終り）
・花にともなふうぐ・ひすのこ
ゑ
（五字五音） （下句十三字）
」
（詠草）
飛鳥井流
夏日詠竹遐年友・和歌・参議藤原雅庸・ 「友と見む千世の・かずかもとし〴〵に
（上句終り）
・かげなをふかき竹・のそのふ
は
（五字五音） （下句十三字）
」
（詠草）
飛鳥井流
春日詠庭花盛久・和謌・権中納言藤原雅庸・ 「はなにいまあまつ・乙女も袖やふれん
（上句終り）
・さかりつきせぬはる・の
みぎりは
（五字五音）
」
（詠草）
○雅宣
（一五八六─一六五一）
春日同詠霞添・山気色和歌・権中納言藤原雅宣・ 「言の葉のはなも・はこやの山よりや
（上句終り）
・かすみとゝもに世に・
にほふらむ
（五字五音）
」
（出光）
春日同詠梅花告春・和歌 正二位藤原雅宣 「梅か香もかすみの・ほらのうちよりや
（上句終り）
・四方にしらする春・のは
つかぜ
（五字五音） （下句十三字）
」
（鑑）
飛鳥井流
○雅章
（初名雅昭） （一六一一─七九）
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春日同詠多年・翫梅和歌・左近権少将藤原雅昭・ 「さくやこのはなは・にほひもとし毎に
（上句終り）
・あかぬ色にしなを・
まさるらむ
（五字五音） （下句十三字）
」
（セ）
飛鳥井流
秋日同詠庭上鶴・和歌・左近衛権中将藤原雅章・ 「千世ふべき君が・よはひをかさねてや
（上句終り）
・みぎりになるゝ鶴・
のけごろも
（五字五音） （下句十三字）
」
（書流）
飛鳥井流
春日同詠飛瀧音清・和歌・正二位藤原雅章・ 「みなかみのゆきげ・しられて落瀧つ
（上句終り）
・岩ねにひゞくをと・まさる
なり
（五字五音） （下句十三字）
」
（セ）
飛鳥井流
○雅豊
（一六六四─一七一二）
星夕同詠七夕草花・和歌・左近衛権中将藤原雅豊 「たなばたやつもれる・ちりをは ふらむ
（上句終り）
・けふ待えたると
こ・なつのはな
（五字五音） （下句十三字）
」
（天和懐紙）
飛鳥井流
七夕同詠二 契久・和歌・左近衛権中将藤原雅豊・ 「いつよりかいくあき・かけて契りけむ
（上句終り）
・世ゝにかはらぬほ
し・あひのそら
（五字五音）
」
（貞享懐紙）
　
雅経・雅縁から飛鳥井流の書法があったが、雅親のころ二行目
の書法に揺れがあり、雅世・雅俊ころには末行に関しても揺れがあったと考えら る。　
雅敦・雅庸・雅宣・雅章のころは飛鳥井流の書法が見られてお
り、この書法が『後水尾院和歌作法』に記されたかと思われる。雅庸・雅宣・雅豊には下句が十三字でないものもあり少し揺れがある。下句に複音漢字を一字使用すると十三字となるものであり、これは故実とまで認識されていなかったのかもしれない。し
かし、後水尾院は飛鳥井流として把握しており、雅章は遵守しているようである。なお、 『了俊口伝』に示すように三行五字は飛鳥井家の当主のみの書法であって弟子は三行三字であった。︵二︶冷泉家の懐紙　
はじめに中世半ばから近世初頭の冷泉家の系図を記す
（橋本政
宣編『公家事典』による）
。□は冷泉流の懐紙のある人物。 『後水尾
院和歌作法』により冷泉流 特徴は、Ａ
  二行目で上句まで書き
切る、Ｂ
  末行三字五音とする。
為相─為秀─為尹─○─○─為広─為和─為益─為満─為頼─為治… 清 綱 久 為村─為泰。
（下冷泉）
持為
（為尹二男）
─政為
─○─○─○─○…為景─為元…為経─為俊　
管見に入った懐紙を時代順に配列する。冷泉流の特徴を示す懐
紙が少ないので、Ａ・Ｂどちらかが見られるも も注記した○為広
（一四五〇─一五二六）
詠水石歴幾・年和哥・沙弥宗清・ 「君が経ん代をさ・しくめば動なき
（上句終り）
・岩のおひさき水の・行すゑ
（三字四音）
」（出光）
、
Ａ冷泉流
○為和
（一四八六─一五四九）
九月九日同詠秋蝶護・籬花倭謌・左近衛権中将藤原為和「幾あきをまがきに・こめてとぶてふの羽
（上句＋下句一字二音）
・かぜ
も賀なるしら・菊の花
（三字五音）
」
（セ）
、Ｂ冷泉流
○為益
（一五一六─七〇）
秋日同詠憶牛女・言志和歌 右衛門督藤原為益 「あまの河
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まちこし・よはを玉くしげ今
（上句＋下句一字二音）
・は明なむそら
にう・らみむ
（三音三字）
」
（出光）
○為満
（一五五九─一六一九）
春日同詠柳先花・緑和謌・権中納言藤原為満・ 「はなのいろはまだ・うちいでぬ池のおもの
（上句終り）
・水のみどりもなび・
く青柳
（三字五音）
」
（出光）
、Ａ・Ｂ冷泉流
秋日同詠牛女年々渡・和謌 権中納言藤原為満・ 「よろづよもとしに・ひとよとちぎりをきて
（上句終り）
・あくるわびしき
けふ・の星合
（三字五音）
」
（御物）
、Ａ・Ｂ冷泉流
○為頼
（一五九二─一六二七）
春日同詠松有佳色・和謌・左近衛権中将為頼・ 「ことのはのつきせぬ・いろにかず見えて春は
（上句＋下句二字三音）
・みどりの
わかの・浦まつ
（三字四音）
」
（セ）
春日同詠鶯是万春・友和謌・参議藤原為頼・ 「 くよろづはるを・かさねむおさまれる
（上句終り）
・世のこゑしるきけさ・
の春鳥
（三字五音）
」
（書流）
、Ａ・Ｂ冷泉流
○為清
（一六三一─一六六八）
詠雁初来・和謌 左中将藤原為清 「雲きりをへだてて とおくこしぢよりけ
（上句＋下句一字）
・さめづらしきはつ雁・のこ
ゑ
（三字三音）
」
（至宝展）
○為綱
（一六六四─一七二二）
星夕同詠七夕草花・和歌 左近衛権 綱 ほしあひのそらにか・さばや野辺にけふおり
（上句＋下句二字）
・はへさ
けるはぎのに・しきを
（三字三音）
」
（天和懐紙）
七夕同詠二星契久・和謌・右近衛権中将藤原為綱・ 「としごとのけふの一・夜を星あひのそら
（上句＋下句二字）
・にちぎりし
秋やい・くあき
（三字三音）
」
（貞享懐紙）
○為久
（一六八六─一七四一）
春日同詠幸逢太平代・和歌・民部卿藤原為久・ 「うけてしれ世々に・すみつく民の戸も数
（上句＋下句一字二音）
・そふくにのひ
ろきめ・ぐみを
（三字三音）
」享保二十一年
（一七三六）
正月二十
四日公宴御会始の歌
（至宝展）
○為村
（一七一二─七四）
春日詠春風・先発苑中梅・和哥・ 部卿為村 「まづさけるはなを・はじめの花園にふく
（上句＋下句二字）
・もかほりてかす
む・ る風
（三字四音）
」
（セ）
詠松色春久・和哥・民部卿為村・ 「色まさるまつは・住のえわかの浦の
（上句終り）
・はるを根ざしのことの・葉の陰
（三字四音）
」
（書流）
、Ａ冷泉流
○為泰
（一七三五─一八一六）
春日詠祝言・和歌。民部卿藤原為泰・ 「玉まつの どり・こだかくみかきそふ
（上句終り）
・はるの光をあふぐ・長閑さ
（三字四
音）
」
（冷泉）
、Ａ冷泉流
　
その後の為則・為理・為紀などは、二行目で上句を切る書き方
に戻っている。四行目は三字
（三～四音）
である。
（ 『冷泉家展』図録）
［下冷泉家］○為経
（一六五四─一七二二）
七夕同詠七夕草花・右近衛権中将藤原為経・ 「もゝ草のひも
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とく・はなや織女のけふ
（上句＋下句二字）
・のかざしの色かと・
はなる
（三字三音）
」
（天和懐紙）
七夕同詠二星契久倭謌・右近衛権中将藤原為経・ 「このゆふべほしも・契をまつ空に
（上句終り）
・幾秋うつす天の・河なみ
（三
字四音）
」
（貞享懐紙）
Ａ冷泉流
　
二行目末で上句を切る書法は、了俊のころから為広ころまであ
り、為和・為益では取られず、為満・為頼に採用されて一度途切れ、為村ころから復活したと思われる。また、末行は了俊のころから三字四音に書いたが、これは多くの公家に広まり冷泉家のみの書法でなくなった。三字五音は為満以前 和のころから行わたが、為頼 途絶えたと思われる。これらの書法が爲頼で一度途絶し のは、為頼が早世し子の為治も夭折し、跡を継いだ甥の為清は為頼死後の出生であるから、継承されなかったのであろうと思われる。二行目の書法 から復活した理由 あるいは『
異
本
持明院殿口伝
基時卿
』などの他家の記述に拠ったものではないだ
ろうか。 『後水尾院和歌作 』に記される冷泉家の書法は為満為頼あたりを念頭に語られたと思われる。しかし『後水尾院和歌作法』は流布した書ではない で 村も目に な った のであろう。結局、飛鳥井家と 違って冷泉家 は家と て 書法が確立し継承されることがなかったと思われる。
八、末行三字の表記法
　
末行三字は『袋草紙』以来の書法である。入木道の書である前
掲『
異本
持明院殿口伝
基時卿
』の「懐紙調様之事」にも「三行三字
書也。とまり三字、真名に書也」とある。寛文十二年の禁裏御会始懐紙は、現存五十六紙すべてが三行三字であるが、詳細に見ると次の三通りに分類できる。また三字は明確に万葉仮名で書くものが大半だが、若干変体仮名の意識で いたよう 思われるものもある。①三字三音の場合　
懐紙一枚目の有維は「うつし植て君ぞみ・るべき九重やみか
き・のむめの千世 以・路香盤」とあり、前行から続く「色香は」の三字分を万葉仮名で表す。 字三音の表記は、五十六枚中 十八枚
（六十八パーセント）
と大半である。九十九三の書式を守る二
十二枚はすべてこの書き方を取っている。②三字四音 場合　
これは、
梅うめ
可が
香か
（２通福）
、
梅うめ
嘉が
可か
（３宗量）
、
志し
多た
風かぜ
（２豊長）
、
春はる
可か
勢ぜ
（５方長）
、梅
うめ
かが
香か
（６永貞）
、下
した
加か
勢ぜ
（
11実富）
などとある。
末行を複音漢字を含み三字四音とする懐紙は五十六枚中十七枚（三十パーセント）
である。 『渓雲問答』には「はては必字にてもか
なにても三字に書候」として複音漢字でも仮名でも良いとす通茂の書法を用いていると思われる者にこ 書き方を取る が多い。③三字五音の場合　
末行三字五音の書き方は前述のように冷泉家の書法と思われ
る。五十六枚中、道寛法親王の一枚だけである。
詠梅花薫砌・和謌・道寛・ 「凝花の八重がき・つくる園のむめを吹・はじめてや耳
（に
　ほ
　　
ふはるかぜ）
保・婦春風」
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道寛法親王
（一六四七─七六）
は端作りに「和謌」の字を用いて
おり、前掲の冷泉家の同時代の懐紙に「和謌」を用いるのが多いことを考えると、 流を意識しているかと思われる。飛鳥井家の場合 は違って、冷泉家の書法は弟子においても取られたのである。　
なお、飛鳥井雅章はこの御会の参加者であるものの懐紙が残ら
ないので不明だが、雅章の残存する懐紙の例から見て、おそらく五字五音で ったと推測される。
九、まとめ
　
一首和歌懐紙の書法は平安時代の『袋草紙』以来の故実によっ
て三行三字とされた。その行数ご の字数配分については十五世紀今川了俊の時代から、九十九三 書法が示され いる。これは一字一音で三十一文字を記した時の字数配分であったが 了俊のころには同時に、末行三 複音漢字を入れて四音で書くことが行われるようになり 配分に変化が生じてきた。十六世紀初めの宣胤のように音数 おいて守ろうとする動きがあり、この流 は江戸時代に続き、寛文十二年
（一六七二）
禁裏御会始では、九十
九三形式を守る二十二枚
（三十九パーセント）
のうち十八枚がこれ
であって、字数で守るものは四枚に止まる。故実を守る意識は認められるが、実態として守るものは少ない。故実 守 こと 難しくなったのは 複音漢字の使用増加、熟語意識の高まり
（ 「君」
などの語は平仮名で書いても行分か しないよう意識され、漢 使用 推奨される）
、また字余りなどによる。
　
十六世紀前半鷲尾隆康のころから変化形が生まれた。一行目は
二句の切りの良い所で改行し、二行目は下句を一字～二
（三）
字
入れて改行し、四行目は三字にするものである。全体のバランスは九十九三に近いが、字数・音数で縛らない。十八世紀初めの『渓雲問答』に至って明文化された。寛文十二年
（一六七二）
禁裏御
会始では六十一パーセントがこれにより書かれ、実態としてこの時代の主流である。この二行目に下句一～二字を入れる書法は、『
異本
持明院殿口伝
基時卿
』で二条流と明記されている。
　
末行の三字は寛文十二年禁裏御会始においても守られている
が、三字の実態を詳細に見 と、三字三音 大半であるものの三字四音が 割あり、この御会に冷泉家 指導者は不在 ったが冷泉流と思われる三字五音が一枚あった。三字の実態が古い故実とは変わってきてい 。　
なお、歌道の家では独自の書法を編み出した。飛鳥井家では二
行目で上句を書き終え下句を十三字で書き末行を五字とする書法が中世からあった。とくに末行五字は飛鳥井家の故実であったが、 雅 ・雅俊のころ揺れがあったと考えられる。 近世初期雅庸・雅宣・雅章・雅豊らに再び飛鳥井流が行われた。一方、冷泉家では為満・爲頼のころ二行目で上句を書き終え末行 三字五音で書く冷泉流書法が一時的にあったが継承されなかった。 うした営為は歌道の家としての存立と独自性を示し、その立場を明確にするために行われた 考えられる。
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注（１）
　『埼玉大学紀要人文科学篇』一九八四年一一月。
（２）
　
書陵部蔵『禁裏御会始和歌懐紙（梅花薫砌） 』 （有栖─一三） 。辻
英子編著『在外日本重要絵巻選』笠間書院二〇一四年。
（３）
　『作歌故実』は文政八年（一八二五）頃草稿成立。早稲田大学図書館蔵、村田たせ子写本による。 『福岡大学研究部論集Ａ人文科学篇』二〇一三年三月に今井明他の翻刻あり。
（４）
　「付」字は写本前半の該当箇所では摩滅し判読不能。写本後半に
ある下書きにより補う。
（５）
　
センチュリー文化財団蔵、斯道文庫寄託資料。写本一冊。セ二〇
二・二一三・一。元禄五年仲秋六日付け入木道伝受誓約書を巻頭に記すもの。
（６）
　
大内瑞恵「近世御会和歌資料と自筆懐紙」 （ 『禁裏本と古典学』塙
書房二〇〇九年）参照。
新
　
刊
　
紹
　
介
和田敦彦著『読書の歴史を問う 
─書物と読者の近代─
』
　「読書」とは何か。　本書はそれを、読者が書物を「理解する
プロセス」と、読者へ 物が「たどりつくプロセス」という二つのプロセスに大別す
る。前者に比べ、研究が十分なされてきたとはいいがたい後者へも着目し、書物と読者の「あ だ」を結ぶ「書物を仲介し、媒介する行為」を「創造的な営み」と位置づけ多様な角度から論じ 。　
さらに、 「実践的なマニュアル」という
性格ももつこの書は、歴史学・文学・教育学・心理学・メディア史・出版史と った様々な領域を横断してひろがる読書研究の可能性をひらいていくうえで有効な視座を
与えてくれる。　
なお、本書の内容を知るためには、笠間
書院のホームページ上で全文公開されている第八章 「電子メディアと読者」 、 「
W
A
SE
D
A
 
O
N
L
IN
E
」掲載の和田敦彦「読書の歴史を
問うために」もあわせて参照されたい。（二〇一四年七月
　
笠間書院
　
Ａ５判
　
二
八六頁
　
本体一九〇〇円）
 
〔吉野泰平〕
